
 

平成 18年3月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 
     平成17年８月12日 

            
上場会社名 中外鉱業株式会社                    （コード番号：1491 東証・大証二部） 
（ＵＲＬ http://www.chugaikogyo.co.jp） 
問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長  安藤 道明          （ＴＥＬ：（03）3201-1541） 
     責任者役職・氏名 ＩＲセンター室長 桜庭 勲 
 
１． 四半期財務情報の作成等に係る事項 
 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 有 
  内容 法人税等の計上基準は、法定実行税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 
 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 
 
２．平成18年3月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年4月1日～平成17年６月30日） 
（1）経営成績（連結）の進捗状況                    （注）金額は百万円未満切捨て 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
18年3月期第1四半期 3,580 17.0 △130 － △165 － △170 － 
17年3月期第1四半期 3,059 128.5 △323 － △330 － △340 － 
（参考）17年3月期 12,949 8.2 △631 － △763 － △1,413 － 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 
潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益 
 円 銭  円 銭  
18年3月期第1四半期 △0．89  －  
17年3月期第1四半期 △2．58  －  
（参考）17年3月期 △9．92  －  
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
    
｢経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等｣ 
 当第１四半期の概況は、不動産事業の売上高が前年同期実績を大きく上回り、精金事業、機械事業、投資事業は

概ね予想どおりの売上となったことから、当第１四半期の売上高は3,580百万円となりました。営業利益、経常利
益及び四半期純利益は前年同期と比べ大幅に改善されたものの、経常利益は165百万円の損失、当期純利益は170
百万円の損失となりました。 
セグメント別の概況は以下のとおりであります。 
  精金事業は、主力事業を銀より金へと完全にシフトし、売上高は2,498百万円、営業利益は5百万円となりま
した。 
  不動産事業は、都市型マンション「ラ・ヴェーヌ GOTANDA EAST」の分譲が完売したことにより、前
年同期を大幅に上回り、売上高は431百万円、営業利益は55百万円となりました。 
 健康事業は、売上高は1百万円、営業利益は37百万円の損失となりました。 
機械事業は、売上高は559百万円、営業利益は20百万円の損失となりました。 
投資事業は、ほぼ予想通りの金融収入が得られ、売上高は89百万円、営業利益は47百万円となりました。 
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（2）財政状態（連結）の変動状況                                       （注）金額は百万円未満切捨て 
 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 
 百万円 百万円    ％ 円 銭 
18年3月期第1四半期 39,270  38,494  98．0  200．61  
17年3月期第1四半期 38,372  35,779  93．2  271．16  
（参考）17年3月期 39,695  38,664  97．4  201．49  

 
連結キャッシュ・フローの状況                                     （注）金額は百万円未満切捨て 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円      百万円 
18年3月期第1四半期 △ 806  △  621  △ 23  2,133  
17年3月期第1四半期 －  －  －  －  
（参考）17年3月期 △ 553  838  2,759  3,585  
（注）当四半期より連結キャッシュ・フローの状況の開示を行っておりますので、前年同四半期については記載し

ておりません。 
 
｢財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等｣ 
 総資産は、前年同四半期に比べ898百万円増加し39,270百万円となりました。 
増加の主な要因は、流動資産が1,781百万円増加し、有形固定資産が1,394百万円減少したためであります。 
｢連結キャッシュ・フローの状況｣ 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果使用した資金は 806百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が 165百万
円の損失、たな卸資産の増加 571百万円、法人税等の支払額 133百万円等の資金の減少に対し、未収入金の減少
額88百万円等による資金の増加によるものです。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は 621百万円となりました。これは主に、長期未収入金の回収による収入 830百
万円等資金の増加に対し、長期貸付金の貸付けによる支出1,450百万円等資金の減少によるものです。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は 23百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出 20百万円
等によるものです。 
 
３．平成18年3月期連結業績予想（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
中   間   期 6,400  △ 200  △ 200  △ 1．04 
通       期 14,100  △ 400  △ 400  △ 2．08 

 

 
（参考）平成17年3月期個別業績予想（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
中   間   期 5,000  △ 300  △ 300  △1．56  
通       期 11,300  △ 500  △ 500  △2．60  

 
｢業績予想の修正（連結）に関する定性的情報等｣ 
 通期の連結・個別の業績予想につきましては、平成 17年５月 27日に発表いたしました業績予想を修正してお
りません。 
  
※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって 
 予想数値が異なる場合があります。 

以 上 
―２― 



１．（要約）第１四半期連結貸借対照表

（単位：百万円、％）

期　　　　別　　 当四半期 前年同四半期 （参考）

（平成18年3月期 （平成17年3月期 増    減 平成17年3月期

第1四半期末） 第1四半期末）

　　科　　　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

（資産の部） ％

Ⅰ　流動資産

　　現金及び預金 2,133 799 1,334 167.0 3,585

　　受取手形及び売掛金 25 223 △ 198 △ 88.8 54

　　たな卸資産 3,576 2,271 1,305 57.5 2,980

　　その他 1,442 2,103 △ 661 △ 31.4 1,560

　　流動資産合計 7,178 5,397 1,781 33.0 8,180

Ⅱ　固定資産

　　有形固定資産 1,709 3,103 △ 1,394 △ 44.9 1,724

　　無形固定資産 9 10 △ 1 △ 10.0 9

　　投資その他の資産 30,282 29,705 577 1.9 29,669

　　　 投資有価証券 6,894 85 6,809 8,010.6 6,993

　　　 長期貸付金 19,344 17,501 1,843 10.5 17,896

　　　 長期未収入金 9,724 11,791 △ 2,067 △ 17.5 10,560

　　　 その他 564 6,648 △ 6,084 △ 91.5 466

　　　 貸倒引当金 △ 6,247 △ 6,319 72 △ 1.1 △ 6,247

　　固定資産合計 32,001 32,820 △ 819 △ 2.5 31,404

Ⅲ　繰延資産 90 154 △ 64 △ 41.6 111

　　資産合計 39,270 38,372 898 2.3 39,695

（負債の部）

Ⅰ　流動負債

　　支払手形及び買掛金 24 135 △ 111 △ 82.2 58

　　短期借入金 132 550 △ 418 △ 76.0 132

　　未払金 88 171 △ 83 △ 48.5 191

　　その他 81 273 △ 192 △ 70.3 174

　　流動負債合計 327 1,130 △ 803 △ 71.1 557

Ⅱ　固定負債

　　長期借入金 408 1,399 △ 991 △ 70.8 428

　　その他 8 30 △ 22 △ 73.3 13

　固定負債合計 417 1,430 △ 1,013 △ 70.8 441

　負債合計 744 2,560 △ 1,816 △ 70.9 999

（少数株主持分）

　少数株主持分 31 31 0 0.0 31

（資本の部）

Ⅰ　資本金 36,189 34,549 1,640 4.7 36,189

Ⅱ　資本剰余金 4,534 2,914 1,620 55.6 4,534

Ⅲ　利益剰余金 △ 2,200 △ 1,655 △ 545 33 △ 2,030

Ⅳ　自己株式 △ 28 △ 28 0 0.0 △ 28

　　資本合計 38,494 35,779 2,715 7.6 38,664

負債、少数株主持分
及び資本合計 39,270 38,372 898 2.3 39,695

―３―



２．（要約）第１四半期連結損益計算書

（単位：百万円、％）

期　　　　別　　 当四半期 前年同四半期

（平成18年3月期 （平成17年3月期 増    減 参考

第1四半期） 第1四半期） 平成17年3月期

　　科　　　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

％

Ⅰ　売上高 3,580 3,059 521 17.0 12,949

Ⅱ　売上原価 3,225 2,841 384 13.5 11,289

　 　売上総利益 355 218 137 62.8 1,660

Ⅲ　販売費及び一般管理費 485 542 △ 57 △ 10.5 2,291

　　営業利益 △ 130 △ 323 193 △ 59.8 △ 631

Ⅳ　営業外収益 8 15 △ 7 △ 46.7 67

Ⅴ　営業外費用 43 22 21 95.5 198

　　　経常利益 △ 165 △ 330 165 △ 50.0 △ 763

Ⅵ　特別利益 － 0 0 191

Ⅶ　特別損失 0 5 △ 5 △ 100.0 821

　 税金等調整前四半期（当期）純利益 △ 165 △ 335 170 △ 50.7 △ 1,393

　 法人税、住民税及び事業税 5 5 0 20

    少数株主損益 0 0 0 0

    四半期（当期）純利益 △ 170 △ 340 170 △ 50.0 △ 1,413

３．第1四半期連結剰余金計算書

（単位：百万円、％）

期　　　　別　　 当四半期 前年同四半期

（平成18年3月期 （平成17年3月期 増    減 参考

第1四半期） 第1四半期） 平成17年3月期

　　科　　　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

　　（資本剰余金の部）

Ⅰ　資本剰余金期首残高 4,534 2,914 1,620 55.6 2,914

Ⅱ　資本剰余金増加高

       第三者割当増資による増加高 － － 1,620

Ⅲ　資本剰余金四半期末（期末）残高 4,534 2,914 1,620 55.6 4,534

　　（利益剰余金の部）

Ⅰ　利益剰余金期首残高 △ 2,030 △ 616 △ 1,414 229.5 △ 616

Ⅱ　利益剰余金減少高

       第1四半期（当期）純損失 170 340 170 △ 50.0 1,413

Ⅲ　利益剰余金四半期末（期末）残高 △ 2,200 △ 956 △ 1,244 130.1 △ 2,030

―４―



４．（要約）第１四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

期　　　別　　　　 　当四半期 前連結会計年度

自平成17年4月　１日 自平成16年4月　１日

至平成17年6月３0日 至平成17年3月３１日

科　　　　　目 金　　　　　　額 金　　　　　　額

 Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 △ 165 △ 1,393

減価償却費 20 135

受取利息及び受取配当金 △ 2 △ 15

支払利息 1 13

有形固定資産売却損 － 107

有形固定資産除却損 0 532

新株発行費償却 24 86

売上債権の減少額(△増加額） 28 176

たな卸資産の減少額(△増加額) △ 571 △ 167

仕入債務の増加額(△減少額) △ 33 △ 180

未払金の増加額(△減少額) △ 81 △ 20

未収入金の減少額(△増加額) 88 110

未払法人税等の増加額(△減少額) 40 113

その他 △ 24 △ 32

小計 △ 673 △ 535

利息及び配当金の受取額 2 15

利息の支払額 △ 2 △ 13

法人税等の支払額 △ 133 △ 19

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー △ 806 △ 553

 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △ 29

有価証券の売却による収入 － 112

有形固定資産の取得による支出 △ 5 △ 8

有形固定資産の売却による収入 － 656

投資有価証券の売却による収入 － 60

短期貸付けによる支出 － △ 220

短期貸付金の回収による収入 － 374

長期貸付けによる支出 △ 1,450 △ 680

長期貸付金の回収による収入 4 243

長期未収入金の回収による収入 830 370

その他 0 △ 39

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 621 838

 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △ 276

長期借入金の返済による支出 △ 20 △ 204

株式の発行による収入 － 3,216

その他 △ 3 22

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 23 2,759

 Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △ 1,451 3,044

 Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 3,585 541
 Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 2,133 3,585

前年同四半期は連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりません。

―５―



５．第１四半期連結（要約）セグメント情報

１．事業の種類別セグメント情報

　　当第1四半期　（自　平成17年4月1日　至　平成17年6月30日） （単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

健康
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 2,498 431 1 559 89 3,580 － 3,580

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 0 4 － － － 4 (4) －

　　　　　　　計 2,499 435 1 559 89 3,585 (4) 3,580

　　営業費用 2,493 379 39 580 42 3,534 176 3,710

　　営業利益（又は損失） 5 55 △ 37 △ 20 47 50 (181) △ 130

前第3四半期より、健康事業を区分表示しております。

　　前年同四半期　（自　平成16年4月1日　至　平成16年6月30日） （単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 2,431 21 525 81 3,059 － 3,059

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 1 － － － 1 (1) －

　　　　　　　計 2,432 21 525 81 3,061 (1) 3,059

　　営業費用 2,541 53 499 － 3,094 289 3,383

　　営業利益（又は損失） △ 108 △ 32 26 81 △ 33 (290) △ 323

　　前連結会計年度　（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日） （単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

健康
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 8,747 1,481 19 2,056 644 12,949 － 12,949

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 8 3 0 － － 12 (12) －

　　　　　　　計 8,756 1,485 19 2,056 644 12,962 (12) 12,949

　　営業費用 9,072 1,189 283 2,061 146 12,753 827 13,581

　　営業利益（又は損失） △ 316 295 △ 264 △ 4 497 208 (840) △ 631

２．所在地別セグメント

　　本邦以外の国又は地域に所在する子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

３．海外売上高

　　海外売上高がないため該当事項はありません。

―６―
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